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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・冷凍フライドポテト　80ｇ　・完熟バナナ　１本 

・バター　大さじ1/2　・レモン汁　少々　・塩　少々 

・グラニュー糖　少々　・シナモンパウダー　少々 

ポテバナナ 
　ポテトフライとバナナの組み合わせが、とても
珍しいおやつをご紹介します。 
　レモン汁を少し使っているので、バナナの甘さ
と酸味が絶妙で、子どものおやつにピッタリの一
品です。 

①フライパンにバターを溶かし、輪切りのバナナを

　ソテーしながらつぶす。レモン汁をふったらボウ

　ルに移す。 

②冷凍フライドポテト（シューストリング）を２㎝

　位に手で折って塩をまぶして①に加える。 

③②を手で握り、まとめてクッキングシートをしい

　た天板に並べる。グラニュー糖とシナモンパウダ

　ーをふり、180℃のオーブンで20分位焼く。 

 

春
な
る
に
足
腰
病
み
て
悩
む
身
に
耐
え
よ
と
　
　

須
貝
　
恵
美 

ば
か
り
に
寒
椿
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

妹
は
団
塊
の
世
代
閉
校
の
儀
式
に
参
加
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

雛
様
巡
り
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

サ
ラ
地
よ
り
浅
き
み
ど
り
の
蕗
の
薹
去
り
に
し
　

小
池
　
啓
子 

家
の
土
塊
に
生
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

お
も
む
ろ
に
吾
の
頭
を
夫
は
見
て
「
朱
鷺
の
巣
」

渡
辺
千
恵
子 

と
云
う
春
の
あ
し
た
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

畑
打
ち
の
鍬
に
当
た
り
し
冬
眠
の
蛙
持
ち
上
ぐ
　

山
口
　
藤
枝 

春
浅
き
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

74

短

　

歌 

（10個分） 

つ
ち
く
れ 

せ
き
か
わ
文
芸
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　
せ
き
か
わ
文
芸
コ
ー
ナ
ー
は
、
一
般
・
中
学
生
・
高
校
生
ど
な
た

で
も
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
広
報
せ
き
か
わ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

■
基
本
事
項 

◇
俳
句
・
川
柳
「
五
・
七
・
五
」
※
俳
句
に
は
季
語
が
必
要
で
す
。 

◇
短
歌
「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」 

■
問
い
合
わ
せ
・
投
稿
先 

◇
役
場
総
務
課
総
務
班
（
広
報
編
集
室
）
　
☎
六
四
―
一
四
七
六 



執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
遊
ぶ
」「
発
覚
」 
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つ
ま
み
食
い
口
の
周
り
で
さ
と
ら
れ
る
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

内
緒
事
詰
め
た
風
船
風
に
乘
り
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

春
を
呼
ぶ
蕗
味
噌
作
り
食
す
す
む
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

会
員
減
る
侘
び
し
さ
胸
に
老
遊
会
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

遊
び
か
ら
助
け
合
う
事
学
び
合
い
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

啓
蟄
や
地
上
は
未
だ
整
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

再
会
の
予
感
の
あ
り
て
花
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

お
土
産
に
春
持
ち
こ
み
し
旅
帰
り
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

冷
え
し
朝
樹
氷
の
美
景
峡
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

立
春
や
一
気
に
落
ち
し
屋
根
の
雪
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

春
愉
し
統
合
校
舎
の
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

　
伊
藤
栄
三
郎
は
首
都
圏
在
住
関
川

村
人
会
の
初
代
会
長
を
務
め
、
郷
里

関
川
村
を
支
援
し
村
の
発
展
に
寄
与

し
た
。
大
正
十
二
年
六
月
八
日
関
川

村
下
関
の
伊
藤
栄
治
の
四
男
と
し
て

生
れ
た
。
幼
少
の
頃
一
家
で
台
湾
に

移
住
。
昭
和
十
八
年
台
北
高
等
学
校

文
科
甲
類
を
卒
業
。
同
年
九
州
帝
国

大
学
に
入
学
。
在
学
中
学
徒
動
員
で

仙
台
部
隊
に
入
隊
。
終
戦
後
復
学
し

て
昭
和
二
十
二
年
九
州
帝
国
大
学
法

文
学
部
法
学
科
を
卒
業
。 

　
昭
和
二
十
三
年
新
潟
日
報
社
に
入

社
。
編
集
局
、
社
会
部
で
記
者
と
し

て
勤
務
。
新
聞
記
事
の
蒐
集
、
執
筆
、

編
集
に
従
事
し
た
。
昭
和
三
十
一
年

直
江
津
支
局
長
と
し
て
活
躍
。
昭
和

三
十
三
年
編
集
局
社
会
部
副
部
長
を

務
め
、
昭
和
三
十
六
年
広
告
局
広
告

部
長
と
し
て
活
躍
。
昭
和
三
十
九
年

東
京
支
社
業
務
部
長
、
昭
和
四
十
六

年
広
告
次
長
を
経
て
昭
和
五
十
年
広

告
局
長
に
就
任
。 

　
広
告
業
務
で
は
、
そ
れ
ま
で
各
広

告
主
と
の
直
接
取
引
き
が
当
り
前
で

あ
っ
た
時
代
に
、
東
京
支
社
業
務
部

で
の
経
験
を
生
か
し
、
広
告
代
理
店

の
活
用
を
提
言
、
現
在
の
代
理
店
政

策
の
基
礎
を
確
立
し
た
。 

　
昭
和
五
十
七
年
東
京
支
社
長
に
就

任
、
つ
づ
い
て
昭
和
五
十
九
年
取
締

役
東
京
支
社
長
と
な
る
。
さ
ら
に
昭

和
六
十
三
年
取
締
役
に
就
任
。
そ
し

て
昭
和
六
十
三
年
取
締
役
を
退
任
し

社
友
と
な
っ
た
。 

　
新
潟
の
今
を
忠
実
に
伝
え
、
ま
た

地
域
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
新
潟
日

報
の
充
実
発
展
の
た
め
に
果
し
た
功

績
は
大
き
い
。 

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、

東
京
新
潟
県
人
会
館
で
関
川
村
出
身

者
百
二
十
人
が
参
加
し
て
、
首
都
圏

在
住
関
川
村
人
会
が
発
足
し
た
。
初

代
会
長
に
当
時
新
潟
日
報
東
京
支
社

長
を
務
め
て
い
た
伊
藤
栄
三
郎
が
就

任
。
年
々
参
加
者
が
増
加
し
て
上
野

精
養
軒
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
交
流

会
で
は
二
百
三
名
が
参
加
し
た
。
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
同
時
に
、

村
出
身
者
の
愛
郷
心
か
ら
、
勤
め
先

や
近
所
の
人
達
に
口
コ
ミ
で
荒
川
峡

の
観
光
宣
伝
に
果
し
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
。
平
成
十
三
年
十
月
二
十
七

日
第
二
十
四
回
交
流
会
が
関
川
村
東

桂
苑
で
開
催
さ
れ
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
た
。
伊
藤
栄
三
郎
初
代
会
長
は
祝

辞
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
懐
う
も
の

―
、
こ
の
先
人
の
言
葉
の
よ
う
に
、

い
ま
首
都
圏
に
在
住
す
る
関
川
村
出

身
者
は
、
ひ
と
し
く
熱
い
思
い
を
故

郷
に
寄
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
経
済
の
発
展
と
ウ
ラ
ハ
ラ

に
関
川
村
は
環
境
保
全
に
か
た
く
な

ま
で
に
留
意
し
、
き
れ
い
な
空
気
、

お
い
し
い
水
と
食
べ
物
、
爽
や
か
な

湯
の
香
り
は
他
地
域
が
羨
む
ほ
ど
の

宝
で
す
」
。
生
涯
新
潟
日
報
社
の
発

展
に
尽
く
し
、
故
郷
を
愛
し
つ
づ
け

て
、
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
八
十

六
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

○
伊
藤
家
の
系
図 

　
先
祖 

　
半
十
郎
…
栄
治 

　
　
　
　
　
　
栄
三
郎
―
純 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

伊 藤 栄三郎 


